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令和５年度第 1 回東成区区政会議での意見と対応一覧                                  

 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 令和５年度実施状況 担当課 

1 

 

災害備蓄物資について、トイ

レや女性が必要とするもの

など、地域で必要と感じる物

資が入っていないため、物資

を購入する前に、地域の災害

救助部長などの意見を聞い

てもらいたい。 

 

にぎわい・ 

きずな部会 

今後、東成区役所にて購入

予定の備蓄物資について、

地域自主防災組織等と連携

をするよう検討していく。 

会議での回答のとおり 

●各地域で作成している

「地区防災計画」を令和

６年度以降に見直しを行

っていただく中で、地域

にとって必要と感じる物

資を提示していただいた

うえで、購入時期や手法

について検討していく。 

●生理用品・紙おむつに

ついては、令和５年度中

に各避難所配備予定。 

市民協働課 

2 

100 年に１度の浸水想定のハ

ザードマップを区民に周知

してほしい。 

にぎわい・ 

きずな部会 

現在公表しているハザード

マップは、想定し得る最大

浸水想定として 1000 年に

一度の浸水想定のハザード

マップであり、これとは別

に河川管理者が作成してい

る 100 年から 200 年に一度

の浸水想定のハザードマッ

プについては区民への啓発

として使用しないよう危機

管理室から言われている。

そのため、６月号広報誌の

防災特集では、建設局で公

表している『平成２６年度

から令和４年度までの９年

間で東成区内において浸水

した場所』を掲載すること

で、浸水しやすい場所を示

している。 

 

会議での回答のとおり 

建設局で公表している

『平成２６年度から令和

４年度までの９年間で東

成区内において浸水した

場所』を令和５年６月号

にて掲載した。 

市民協働課 

参考資料３ 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 令和５年度実施状況 担当課 

3 

自転車の危険運転、自転車の

逆走、急な飛び出し、斜め横

断、スマホながらの運転等が

増加している。 

自転車ヘルメットの着用が

努力義務化されたが、自転車

の危険運転の取締りや啓発

等についても、地域とともに

しっかりと取り組んでいく

必要がある。 

にぎわい・ 

きずな部会 

 

コロナ禍の３年間で自転車

を利用する方も増加してい

るほか、電動自転車の普及

によるスピードアップなど

も起因して、自転車が関係

する事故件数の増加や被害

の重症化について認識して

おり、自転車のマナーアッ

プは重要な課題と考えてい

る。国が昨年改定した自転

車安全利用五原則、①車道

が原則、左側を通行、歩道は

例外、歩行者を優先、②交差

点では信号と一時停止を守

って安全確認、③夜間はラ

イトを点灯、④飲酒運転は

禁止、⑤ヘルメットを着用、

を参考にこれまでの放置自

転車対策などに加えて、警

察や関係機関と連携して啓

発等にしっかり取り組んで

いく。 

 

会議での回答のとおり 

ふれあい喫茶や学校等、 

機会があるごとに自転車 

の危険運転の啓発を行っ 

ている。 

市民協働課 

4 

東成区には公園が少ない。地

域と区役所、公園事務所で連

携して、みんなが愛せる公園

を作りたい。 

にぎわい・ 

きずな部会 

 

区内の公園を所管する真田

山公園事務所と四半期に１

度、行政連絡調整会議の場

を設けているので、区政会

議でご意見があったという

ことをしっかりと伝えさせ

ていただきたい。区役所も

連携してまいる。 

 

7 月 11 日に開催された行

政連絡調整会議におい

て、真田山公園事務所長

にもご意見を伝達し、地

域としっかりと連携して

進めることを確認した。 

 総務課 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 令和５年度実施状況 担当課 

5 

学校と連携強化では、ヤング

ケアラー等の家庭環境に応

じた支援等の連携も認識し

て評価してほしい。 

子ども・ 

教育部会 

学校では児童の一人一人の

スクリーニングによる課題

に対し、区役所は福祉的な

側面からも支援している。

そういう部分も含めて評価

していただいていると思う

が、引き続き連携を強化し

ていきたい。 

会議での回答のとおり 

福祉的な支援等の連携に

ついても評価項目の一つ

である旨を年度末に行う

学校関係者向けアンケー

トにおいて明記する予

定。 

市民協働課 

保健福祉課 

6 

 

電子書籍導入の対象ではな

い小学校４年生以下には、紙

の本を身近に感じる取組み

をしてほしい。電子書籍につ

いては、学校関係者へ区役所

から利用の働きかけを積極

的に行い、利用率向上に努め

てほしい。 

子ども・ 

教育部会 

引き続き学校司書等ともに

連携し、電子書籍の利用等、

読書を身近に感じてもらえ

るように啓発に取り組んで

いきたい。 

会議での回答のとおり 

区長と校長との意見交換

会や学校司書研修会にお

いて、定期的に利用の働

きかけを行い、利用率の

向上に努めた。 

市民協働課 

7    

昨年度実施したモノづくり

イベントは、感染症に配慮さ

れて、非常に好評であった。

今後とも子どもたちにＳＤ

Ｇｓの取組みをしっかり伝

えていってほしい。 

子ども・ 

教育部会 

今後も引き続き感染症対策

を図りながら、小中学生が

モノづくり企業と触れ合う

機会を提供し、工場見学や

モノづくりを体験すること

でモノづくりへの興味や関

心を喚起し、将来の進路を

考えるきっかけとしていき

たい。また、２４区万博を開

催していく中で、ＳＤＧｓ

をテーマとし、子供たちを

対象とした大阪・関西万博

を盛り上げる取組みを実施

していきたい。 

 

会議での回答のとおり 

小学生とその保護者を対

象とした「モノづくり体

験イベント」を令和６年

１月 27 日（土）に区民

センターで実施予定。 

11 月 1 日現在、区内企業

10 社と 1 団体が出展予

定。イベント名は「東成

こどもモノづくり体験フ

ェスタ・ひがしなり SDG

ｓ万博」とする予定。会

場では、出展企業等がそ

れぞれ取り組んでいるＳ

ＤＧｓの課題について記

した「企業マップ（仮

称）」を作成し掲示す

る。 

市民協働課 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 令和５年度実施状況 担当課 

8 

 

地域子育てサークルについ

て、新型コロナウイルスで休

止していたが、４月以降は全

地域で再開している。しかし

ながら参加者が非常に少な

いため、積極的に広報に取り

組んでほしい。 

子ども・ 

教育部会 

現 在 ホ ー ム ペ ー ジ や

Facebookを活用し周知を図

っているが、引き続き周知

に努めていく。 

ホームページや Facebook

での周知に加え、

twitter も活用し、開催

日に合わせて周知するな

ど、より効果が期待でき

るタイミングでの周知を

行っていく。また、地域

の主任児童委員と協議の

うえ、身近な地域内での

周知についても検討して

いく。 

 

ホームページや Facebook

での周知に加え、X(旧

Twitter)も活用し、開催

日に合わせて周知するな

ど、より効果が期待でき

るタイミングでの周知を

行っている。 

また、地域の商店街イベ

ントでの周知、乳幼児健

診や子育てイベント開催

時での紹介やポスター掲

示など様々な機会を捉え

周知を図っている。 

 

保健福祉課 

（児童保健） 

9 

ＱＲコードなど２次元バー

コードの活用や、持ち歩きや

すいサイズなどの、若い世

代、子育て世代の方が手に取

りやすく見やすいチラシや

冊子の作成が必要である。 

子ども・ 

教育部会 

頂いた御意見を参考に、さ

らに見やすく、持ち歩きや

すいチラシや冊子の作成に

努めていく。 

「ひがしなり子育て安心

ブック」のように、2 次

元バーコードの活用や、

持ち歩きしやすいサイズ

での作成など、見ていた

だきやすい広報物の作成

に努めていく。 

 

各種リーフレットやポス

ター、広報紙記事などで

周知を行う場合には、可

能な限り 2 次元バーコー

ドを併記するよう取組ん

でいる。 

また、子育てイベントや

乳幼児健診時などにおい

ても子育て安心ブックの

電子版や他の子育て支援

の仕組みについて、気軽

に知っていただけるよ

う、2 次元バーコードを

刷り込んだポスターの掲

示やチラシの配架を行っ

ている。 
 
 

保健福祉課 

（児童保健） 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 令和５年度実施状況 担当課 

10 

高齢の方や、とりわけ高齢で

一人暮らしの方、あるいは障

がいのある方等の見守り活

動は重要で、地域福祉活動サ

ポーターがいろんな取組み

をされているとのことであ

り、見守り活動を支援したい

が、声かけ等具体的に何をし

たらいいか分からないので、

端的に学習でき、参加できる

仕組みづくりが必要と感じ

る。 

保健福祉部会 

地域福祉活動についてもっ

と周知・啓発することが重

要であるとともに、独居高

齢者を地域活動に参加して

もらえるよう工夫していく

必要がある。地域の身近な

相談窓口である地域福祉活

動サポーターによる支援

を、さらに広げていく取組

み、またやり方を工夫する

ことによって、実質的に見

守りの機能を果たすことの

できる仕組みづくりを強化

することが必要。 

会議での回答のとおり 

●地域活動サポーターの

顔や活動について知って

もらい、高齢の方や障が

いのある方等と地域との

連携を深めるために令和

６年２月の「ひがしなり

だより」で広報予定。 

●独居高齢者が広く地域

に参加してもらうために

毎月、地域活動サポータ

ー連絡会を開催し、各地

域の取組み等について情

報共有を行っている。 

保健福祉課 

（福祉） 

11 

公民館で映画上映を定期的

に開催したところ、参加者が

お互いに話をするいい機会

となっている。こんなふうに

何でも相談できる窓口があ

ればいいのではと感じてい

る。 

 

保健福祉部会 同 上     同 上  
保健福祉課 

（福祉） 

12 

食べ物を捨てないように、エ

コクッキングやフードロス

を減らす取組みの紹介など、

様々な観点から食育を推進

していくことが大切であり、

ＳＤＧｓの推進にもつなが

る。 

保健福祉部会 ― 

引き続き、身近な場所で

の地域健康講座やイベン

ト開催時など様々な機会

を活用し、食育の推進、

SDGs の推進を図ってい

く。 

●中学校での出張型食育

事業、東成区食育推進ネ

ットワークを通じた小学

校や幼稚園、保育園等へ

の栄養や食育に関する情

報提供や研修会の実施に

より、区内関係機関との

連携による食育推進に取

組んでいる。 

●区民向けイベント「食

育＆健康セミナー」や地

域健康講座を実施。 

保健福祉課 

（児童保健） 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 令和５年度実施状況 担当課 

13 

百歳体操への男性の参加率

が低い。地域の活動では男性

にも興味が持ってもらえる

よう映画会などの取組も行

っている。百歳体操におい

て、男性の参加が増えるよう

な工夫が必要である。 

保健福祉部会 

まずは百歳体操が、いつ、

どこで実施されているかを

知っていただく取組とし

て、「ちょっとのぞいて。

いきいき百歳体操開催中」

と書いたのぼりを作成し、

各会場へ配付した。百歳体

操を開催しているときに建

物の外に掲げていただき、

男性を含めた地域のいろん

な方に関心を持っていただ

く取組を開始したところで

ある。引き続き、活動して

いただいている皆さんとも

相談しながら考えていきた

い。 

 

百歳体操の各会場で、男

性を含めた参加者増加の

ための工夫点などを聞き

取り、地域の方とともに

検討していく。 

また百歳体操のみなら

ず、男性が地域活動に参

加しやすいよう、地域福

祉活動サポーターの方々

等と共に、アイデアを出

し合い工夫を重ねてい

く。 

 

百歳体操については、男

性を含めた参加者増加の

ための工夫について、地

域福祉活動サポーターや

地域活動者と共に検討を

行い、地域の実情に応じ

て取組みを進めている

（「ふれあい喫茶」参加

者への勧奨や友愛訪問で

の勧奨など）。また、男

性にも地域活動に興味を

持っていただけるよう地

域関係機関が実施してい

る男性対象の「うどん教

室」の紹介などに取組ん

でいる。区役所では、男

性の料理教室も実施予

定。 

 

保健福祉課 

（児童保健） 

14 

 

子育てネットワークの構築

支援事業の中で、情報発信の

中に Facebook82回、メールマ

ガジン 12 回、Twitter18 回と

あるが、そういう中で悩まれ

ているお母さんの声などが

拾えているのかどうか。 

何か特徴的な悩みの具体的

な事例等あれば。 

平井委員 

Facebook、メールマガジン、

Twitter など色々な形で情

報発信させていただいてい

るが、イベントや相談窓口

等のご紹介も合わせて行っ

ている。ＳＮＳのようなツ

ールを使った情報発信だけ

でなく、子育て支援室につ

いての小さいパンフレット

などを通じて御相談につな

がっていくと思われる。 

 

子育てのちょっとした気

がかりでも気軽に相談い

ただけるよう、わかりや

すいパンフレットの作成

に努め、ＳＮＳなど様々

な手法を活用し、相談先

の積極的周知に引き続き

取組んでいく。  

 

パンフレットや SNS に加

え、イベントなどの機会

に子育て支援室について

の周知を行っている。ま

た、子育て支援室のリー

フレットを医療機関や薬

局などの関係機関にも配

架し、子育て家庭の困り

ごとなどの相談窓口の周

知を図っている。 

 

 

保健福祉課 

（児童保健） 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 令和５年度実施状況 担当課 

15 

電子書籍を活用した子ども

の読書活動推進について。小

学校 643 人というのは、延べ

人数なのか登録が 643人とい

うことなのか。東成区の小学

生、二千数百人のうち、登録

者数が 643 人というのは、多

いのか、少ないのか。 

澤江委員 

電子書籍を実際に使われた

利用人数、または登録人数

となる。小学五、六年生と中

学生にＩＤを配布してお

り、使用割合は、小学生が約

54％、中学生が約 28％とな

る。 

小中学校の校長先生と情報

共有しながら、学校司書の

方が集まる会議などで、電

子書籍も含め、子供たちの

読書を勧めるよう、一生懸

命連携して勧めていきたい

と思う。 

会議での回答のとおり 

区長と校長との意見交換

会や学校司書研修会にお

いて、定期的に利用の働

きかけを行い、利用率の

向上に努めた。 

市民協働課 

16 

 

私らアナログ人間からする

と、これからの子供たちには

デジタルというのがどうし

ても必要なので、できるだけ

進めていっていただきたい。 

澤江委員 ― 

子ども達の読書習慣定着

に向け、今年度も引き続

き実施していく。 

令和５年度において継続
して実施するとともに、
令和６年度についても実
施予定。 

市民協働課 

17 

スクールソーシャルワーカ

ーの役割はかなり増えてき

ていると思われるが、東成区

では加配されているのか。も

し加配されてないのであれ

ば、どうやって行政と学校を

うまくつなげていく予定が

あるのか。予算をずっとつけ

ていく予定があるのか。 

 

三浦委員 

スクールソーシャルワーカ

ーについては教育委員会事

務局の所管であるが、今年

度は、東成区全体でも１名

の加配の予算をいただいて

いる。東成区だけでなく、全

市的に 1 名ずつ加配という

形になっている。 

採用が難しくなってきてい

る等の問題もあるが、区役

所と学校とで課題の情報共

有を行い、一人一人の支援

について丁寧に対応させて

頂きたい。 

引き続き、学校やスクー

ルソーシャルワーカーな

ど関係機関との連携のも

と、課題を抱えるこども

やそのご家庭へ寄り添

い、必要な支援につなが

るよう取組んでいく。 

スクールソーシャルワー
カーについては 1 名の配
置であったが、令和 5 年
11 月 1 日より 1 名加配さ
れ 2 名の配置となってい
る。学校やスクールソー
シャルワーカーなど関係
機関との連携のもと、課
題を抱えるこどもやその
ご家族へ寄り添い、必要
な支援につながるよう取
り組んでいる。 

保健福祉課 

（児童保健） 
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 意見内容 
委員名 
または 
部会名 

会議での回答 対応方針 令和５年度実施状況 担当課 

18 

 

学校を避難所として運営す

る際の運営マニュアルは、具

体的に言うと、初動、開設に

当たるもので、どういうとき

に避難所をまず１つ立ち上

げるかという内容のマニュ

アルなのか。実際、有事の際

にそのマニュアルがうまく

機能するかどうかの検証ま

でされているのか。 

 

 

森田委員 

 

こちらで挙げているマニュ

アルは、中学校のマニュア

ルであり、複数の地域の方

の御協力によって、避難所

を開設するということを目

的に行っている。年に１回、

実際訓練という形でそれぞ

れの担当の役員の方々等に

動いていただき、実際に避

難所の開設までしていただ

いている。 

 

会議での回答のとおり 

 
●相生中学校避難所運営
マニュアルについて、令
和５年１１月の訓練を経
て令和６年３月に策定予
定。 
●すでに避難所運営マ
ニュアルを策定している
３中学校についても、そ
れぞれ年に１回の訓練を
実施したうえで、必要に
応じてマニュアルを改訂
する。（東陽中：令和５
年１１月、玉津中及び本
庄中：令和６年２月） 
 

市民協働課 

 


